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「上場会社における不祥事予防のプリンシプル」について 
〜企業価値の毀損を防ぐために〜 

今回は原則3 「双方向のコミュニケーション」です。ご確認をお願いします。 
［原則３］ 双方向のコミュニケーション 
現場と経営陣の間の双方向のコミュニケーションを充実させ、現場と経営陣がコンプライアンス意識を共有する。
このためには、現場の声を束ねて経営陣に伝える等の役割を担う中間管理層の意識と⾏動が極めて重要で
ある。 
こうしたコミュニケーションの充実がコンプライアンス違反の早期発⾒に資する。 
 
（解説） 
3-1 現場と経営陣の双方向のコミュニケーションを充実させることと、双方のコンプライアンス意識の共有を図る

ことは、⼀方が他方を⽀える関係にあり、両者が相俟って不祥事の予防につながる。 
双方向のコミュニケーションを充実させる際には、現場が忌憚なく意⾒を⾔えるよう、経営陣が現場の問
題意識を積極的に汲み上げ、その声に適切に対処するという姿勢を明確に⽰すことが重要となる。 

3-2 現場と経営陣をつなぐハブとなる中間管理層は、経営陣のメッセージを正確に理解・共有して現場に伝
え根付かせるとともに、現場の声を束ねて経営陣に伝えるという極めて重要な役割を担っている。このハブ
機能を⼗全に発揮させるためには、経営陣が、その役割を明確に⽰し、評価するとともに、中間管理層
に浸透させるべきである。 
双方向のコミュニケーションが充実すれば、現場の実態を無視した経営目標の設定等を契機とした不祥
事は発生しにくくなる。 

3-3 これらが定着することで、現場のコンプライアンス意識が⾼まり、現場から経営陣への情報の流れが活性
化して、問題の早期発⾒にも資する。 

 
（不祥事につながった問題事例） 
・ 経営陣が各部門の実情や意⾒を踏まえず独断的に利益目標・業績改善目標を設定し、各部門に達成

を繰り返し求めた結果、中間管理層や現場のコンプライアンス意識の低下を招き、全社的に職責・コンプラ
イアンス意識の希薄化を招来 

・ 経営陣から実態を無視した生産目標や納期の必達を迫られても現場は声を上げられず、次第に声を上 
げても仕方がないという諦め（モラルの低下）が全社に蔓延 

・ 経営陣が「現場の⾃⽴性」を過度に尊重する古い伝統に依拠したことで、製造現場と経営陣の間にコミュ
ニケーションの壁を生じさせ、問題意識や課題の共有が図れない企業風⼟を醸成。その結果、経営陣は製造
現場におけるコンプライアンス違反を⻑年にわたり⾒過ごし、不祥事が深刻化 


